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知
賛
行
動
の
比
較
護
達
心
理
準
的
研
究
け

｜
｜
大
い
き
の
恒
常
現
象
を
中
心
と
し
て
｜
｜

金

子

信
，
光

緒

主主T
同

一
九
一
五
年
初
め
て
ケ
l
ラ

1

（d
q
・問。一
E
o
m）
は
チ
ン
バ
シ
ジ
l
及
び
鶏
を
被
験
動
物
と
し
℃
大
い
さ
の
恒
常
現
象
に
闘
す
る
費

験
的
研
究
を
行
っ
た
。

ζ

の
研
究
を
晴
矢
と
し
て
其
後
、
、
比
較
輩
撞
心
理
率
的
立
場
か
ら
の
大
い
さ
の
恒
常
現
象
の
研
究
は
相
次
い
で
現

は
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
卸
ち
グ
ッ
ツ
（
司
・
。
。
R
）
は
ひ
よ
こ
で
、
叉
小
川
は
鶏
に
知
畳
的
大
い
さ
の
阪
常
性
主
碓
め
た
。
特
に

小
川
は
鶏
に
た
け
る
大
い
さ
の
恒
常
性
と
昼
間
拳
習
と
む
闘
係
の
重
要
性
主
論
じ
た
・
。

ロ
ッ
ク

（

Z
・2
・F
o
n
w
s

は
ν
ザ
ス
猿
に
於

J

し
犬
い
さ
恒
常
性
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
ガ
シ
タ
1

（
m－のロ
E
0
3
は
猫
に
沿
い
℃
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
℃
ロ
ッ
ク

は
有
機
瞳
に
お
け
る
知
畳
的
恒
常
性
と
智
能
と
む
相
互
補
償
的
遁
臨
機
制
を
論
じ
℃
い
る
。
ガ
シ
タ
ー
は
猫
に
h
u
け
る
大
い
さ
恒
常
性
が

漸
次
に
獲
得
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
ヘ
ス
〈
戸
国
・
図
。
留
〉
は
ひ
よ
こ
の
奥
行
き
知
覚
。
貴
験
か
ら
経
験
と
成
熟
雨
因
子

の
関
係
主
問
題
と
し
党
。
最
近
リ
1
ゼ
ン
（

P
出－

E
g
g）
は
チ
ン
パ

ν
ジ
1
及
び
猫
に
依
る
抗
禁
硯
賞
験
か
ら
硯
畳
行
動
に
hw
け

る
経
験
む
役
割
の
重
要
性
を
設
い
亡
、
い
る
。

ζ

ー
れ
ら
む
諸
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
党
問
題
勤
は
今
後
む
研
究
課
題
と
し
J

」
重
要
た

意
義
を
も
つ
も
む
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
ら
の
研
究
を
問
題
史
的
に
論
越
し
、
更
に
こ
れ
ら
の
研
涜
に
沿
い
℃
議
さ
れ
た
無
脊
椎
動
物
に
就

知
捷
一
行
動
の
・
比
較
畿
蓮
心
理
率
的
研
究

一九
4
ん



知
難
行
動
の
比
較
愛
遠
心
理
拳
的
研
究

。。

い
て
の
著
者
の
研
究
を
趨
ベ
党
い
。

倫
形
む
恒
常
現
象
に
就
い
℃
の
諸
研
究
も
併
せ
℃
・
究
の
機
舎
に
論
述
し
た
い
。

類
人
猿
の
大
い
き
恒
常
性

1
1ケ
1
ラ
！
の
研
究

ケ

1
ラ
ー
は
一
九
一
五
年
に
動
物
広
治
け
る
奥
行
き
、
大
い
さ
及
び
色
の
知
畳
的
耕
別
の
問
題
に
闘
す
る
貴
験
的
研
究
を
護
衰
じ
党
。

先
づ
奥
行
き
知
畳
広
就
い
て
は
、
チ
ン
パ
シ
ジ
ー
は
人
聞
に
た
け
る
と
同
様
に
単
眼
観
の
場
合
よ
り
も
開
眼
臨
む
場
合
の
方
が
速
や
か
に

且
つ
五
確
に
認
知
出
来
る
と
い
う
事
が
見
出
さ
れ
、
更
に
大
い
さ
、
色
に
就
い
て
は
知
畳
的
恒
常
性
の
現
象
。
存
在
す
る
事
が
見
出
さ
れ

？と。
ζ

与
で
は
と
む
大
い
さ
に
就
い
℃
の
費
験
を
取
出
し
て
考
察
を
試
み
る
。

「
質
験
手
績
」
被
験
動
物
と
し
て
三
匹
の
チ
ン
メ
ン
ジ
ー
が
用
い
ら
れ
る
。

一
組
は
大
が
二
了
三
×
二

O
親
、
小
が
八
×
一
三
椀
、
他

の
一
組
は
大
が
一

O
×
一
六
・
一
－
一
糎
、
小
が
八
×
一
一
一
一
糎
（
何
れ
も
動
物
に
面
し
党
側
面
む
大
い
さ
）
で
あ
っ
た
。

最
初
動
物
は
大
小
一
組
む
箱
む
中
、
大
き
い
方
を
選
揮
す
る
事
に
依
つ
℃
報
酬
が
得
ら
れ
る
と
い
う
保
一
件
下
で
訓
練
寅
験
が
施
と
さ
れ

刺
激
謝
象
と
し
て
二
組
む
大
・
小
の
箱
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
大
い
さ
は
、

,, 

る。
と
の
訓
練
に
際
し
て
刺
激
封
象
は
机
の
上
に
手
の
届
か
た
い
位
に
離
し
て
置
か
れ
、
選
揮
は

U
O
E門
官
ぬ
叉
は
木
製
の
杖
で
縄
れ
る
事

に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。

と
の
訓
練
費
験
が
一
定
水
準
に
謹
し
た
後
に
大
刺
激
を
動
物
か
ら
遠
ざ
け
て
本
質
験
が
行
は
れ
る
。



円←時：

- : --・. . . ー一a哩

，』

・
「
結
果
一
び
考
察
｝

チ
シ
・
m
y
ジ
ー
は
こ
つ
の
箱
＠
中
、
大
き
い
方
主
選
ぶ
様
訓
練
さ
れ
党
後
で
は
－
Y

大
き
い
箱
む
網
膜
像
む
方
が
小
さ
い
箱
む
そ
れ
よ
り

、

も
小
さ
く
な
る
様
危
保
件
の
下
K
於
て
も
品
開
大
き
い
箱
を
選
び
績
げ
た
。
か
く
宅
チ
y
パ
シ
ジ
ー
に
於
℃
は
、
観
的
刺
識
は
、
知
畳
に
誼

醸
反
臨
む
基
礎
を
典
へ
る
様
た
或
る
皮
質
過
程
に
よ
っ
℃
補
足
さ
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。

こ
む
ケ
1
ラ
ー
の
貴
験
に
依
つ
℃
人
間
以
外
む
動
物
に
初
め
て
見
出
さ
れ
た
知
畳
的
恒
常
性
の
事
費
は
、
そ
む
後
彼
自
身
に
依
っ
て
貴

験
的
分
析
が
績
け
ら
れ
、
一
九
一
八
年
に
は

N
E目
耳
目

mg

に
関
す
る
貴
験
が
稜
表
さ
れ
乞
い
る
。

の
決
色
紙
を
用
い
た
チ

νメ
y
ジ
ー
に
治
け
る
色
彩
恒
常
性
及
び
移
調

一
ひ
よ
と
の
大
い
き
恒
常
性

l
l
u
q
v
ツ
の
研
究

円
グ
ッ
－
ッ
は
一
九
二
六
年
広
ひ
ょ
と
に
於
け
る
大
い
さ
恒
常
性
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

・
「
貴
験
装
置
並
・
び
に
手
績
」
被
験
動
物
と
し
℃
生
後
約
三
ヶ
月
の
雄
ひ
ょ
乙
を
用
い
る
。
装
置
は
待
機
室
及
び
貴
験
室
よ
り
成

p
℃
そ

む
聞
に
一
つ
の
遁
路
が
開
い
て
い
る
。
刺
激
動
象
と
し
℃
大
小
む
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粒
が
佼
は
れ
‘
最
初
大
、
小
の
穀
粒
が
並
べ
て
置
か
れ
る

時
大
き
い
方
む
穀
粒
か
ら
啄
ぽ
む
と
い
ち
ひ
よ
と
の
習
性
が
確
か
め
ら
れ
、
女
に
大
き
い
V

方
の
穀
粒
の
み
を
啄
ぽ
h
u
様
訓
擁
さ
れ
る
。
と

C
拳
習
が
完
成
L
党
後
、
・
択
の
諸
保
件
で
質
験
が
行
は
れ
る
。

(1) 

刺
激
動
象
主
賞
験
室
入
口
に
近
h
方
に
小
刺
激
、
遠
い
方
に
大
刺
激
を
置
く
。
入
口
と
雨
刺
激
む
位
置
聞
係
は
一
直
棋
に
並
ぶ
事

に
怒
る
。

(2) 

雨
刺
激
が
入
口
を
中
心
に
し
て
左
右
に
恥
か
れ
そ
の
高
さ
が
ひ
よ
と
の
視
線
と
同
じ
に
さ
れ
る
。

一
知
血
施
行
動
の
比
較
設
建
心
理
準
的
研
究

。



知
兎
行
動
の
比
較
後
遺
心
現
拳
的
研
完

掛
照
貴
験
と
し
て
、
手
前
広
大
刺
激
、
遠
方
に
小
刺
激
が
置
か
れ
る
。

「
結
呆
」
前
謹
諸
保
件
に
於
℃
得
ら
れ
た
結
果
を
要
約
す
る
と
、

ωひ
た
は
小
さ
念
穀
粒
を
過
ぎ
て
遠
く
に
あ
る
大
き
な
穀
粒
を
啄
ぽ

む
。
乙
む
保
件
で
大
刺
激
む
最
大
距
離
は
入
口
か
ら
八
八
糎
、
小
刺
激
は
一
五
糎
で
あ
っ
た
国
側
ひ
訟
は
頭
を
一
・
万
に
画
げ
、
共
に
他
方
に
曲

。

(8) 
げ
、
そ
れ
か
ら
ま
っ
す
ぞ
大
刺
撒
の
方
へ
行
く
。
と
む
僚
件
で
は
隔
刺
激
聞
の
距
離
が
一
五
四
糎
に
た
っ
て
ら
大
刺
激
謹
捧
が
見
ら
れ
売
口

ωζ
む
僚
件
に
於
℃
は
誤
り
反
躍
は
全
く
見
ら
れ
た
が
っ
党
。

以
上
の
貴
験
を
遁
じ
℃
グ
ッ
ツ
は
共
D
如
f
h
考
察
を
し
℃
い
る
。
卸
ち
ひ
よ
こ
の
事
費
過
程
に
は
洞
察
と
い
ろ
考
え
方
は
誼
用
出
来
念

ぃ
。
更
に
経
験
の
増
大
は
反
膿
を
漸
次
に
’
碓
費
に
し
て
行
く
丈
で
あ
る
。
最
後
に
封
象
が
異
つ
党
程
度
の
遠
近
法
的
短
縮
を
惹
起
す
時
ひ

ょ
と
は
大
一
き
さ
の
移
調
反
臆
を
示
す
。

か
く
ず
】
彼
は
ひ
ょ
と
に
於
け
る
大
い
さ
恒
常
性
白
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
・
の
で
あ
る
。

V

ザ
ス
猿
の
大
い
き
恒
常
性
ー
ー
ロ
ッ
ク
の
研
究

次
い
で
ロ
ッ
ク
は
一
九
三
七
年
に
大
い
さ
の
恒
常
現
象
の
比
較
研
究
を
護
表
し
党
。
被
が
研
究
む
問
的
と
し
た
勘
は
猿
の
知
畳
的
反
臆
－

K
於
℃
大
い
．
さ
の
恒
常
性
が
見
出
さ
れ
る
か
苫
ろ
か
、
そ
し
て
若
し
見
出
さ
れ
る
と
す
れ
ぽ
そ
の
範
囲
は
如
何
程
で
あ
る
か
を
測
定
し
、

更
に
同
じ
保
件
の
下
に
得
ら
れ
た
人
聞
の
児
童
及
び
成
人
の
結
果
と
比
較
す
る
泰
に
あ
っ
党
。

と
L
で
彼
の
研
究
を
少
し
く
詳
細
に
紹
介
す
る
。

雄
の

ν
ザ
ス
猿
三
E
、
年
令
に
四
歳
、
四
・
五
議
、
六
歳
。
掛
照
群
と
し
℃
三
人
む
見
童
（
四
・
三
歳
D
男
児
、
四
－

「
被
験
動
物
」

品
ル
揖
及
び
四
・
一
歳
D
女
見
）
及
び
六
人
む
大
畢
生
。



「
刺
激
封
象
」

一
謹
が
夫
々
四
・
五
、

一O
、

一一、

五

一
一、

一
六
糎
D
E
方
形
の
次
色
カ
ー
ド
の
中
任
意
に
二
枚
を
取
り
、

「
賢
験
手
績
」

大
た
る
方
を
E
刺
激
、
小
た
る
方
を
負
刺
激
と
す
る
。

三
方
を
白
色
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
究
費
験
葺
（
長
さ
三
六
七
糎
、
幅
五

O
糎
、
高
さ
八
O
糎
）
の
一
方
の
端
に
被
験

動
物
を
入
れ
る
反
醸
箱
が
た
か
れ
る
。
机
面
は
無
影
照
明
が
食
さ
れ
、
そ
D
中
央
に
高
さ
二
O
糎
の
隔
壁
が
な
か
れ
、
反
臆
籍
。
覗
曲
目
一
窓

か
ら
見
る
時
も
貴
験
墓
は
隔
壁
を
境
に
し
て
左
右
に
硯
野
が
分
け
ら
れ
る
。

猿
か
じ
め
大
刺
激
を
選
捧
す
る
様
訓
練
せ
ら
れ
た
猿
を
反
臨
箱
に
入
れ
、
前
方
の
左
右
の
雨
硯
野
に
夫
々
大
刺
激
と
小
刺
激
を
曇
一
示
す

る
。
箱
の
中
に
は
雨
刺
激
に
封
臆
し
て
二
本
の
紐
が
装
置
さ
れ
℃
居
り
、
猿
が
玉
刺
激
に
封
臨
す
る
紐
を
引
く
時
は
紐
の
先
に
つ
け
℃
あ

る
簡
の
乾
プ
ド
ー
が
報
酬
と
し
て
得
ら
れ
る
。

ζ

の
場
合
簡
は
箱
の
中
D
猿

か
ら
見
え
も
仏
い
様
に
机
の
下
に
置
か
れ
で
あ
る
。

次
に
被
験
者
が
人
聞
で
あ
る
場
合
に
は
反
臨
箱
の
代
り
に
机
の
前
に
厚
手

の
紙
幕
を
垂
れ
下
げ
、
視
察
む
際
に
は
そ
む
幕
左
上
げ
る
様
に
す
る
。

刺
激
畠
示
は
岡
賢
験
共
極
限
法
が
用
い
ら
れ
た
a

「
結
果
」
小
刺
激
を
被
験
者
か
ら
五
五
糎
の
距
離
に
回
定
し
、
大
刺
激
を

そ
れ
よ
く
遠
く
種
々
怒
る
距
離
に
置
い
て
費
験
し
究
結
果
を
ザ
ウ

ν
ス
指
数

に
直
し
て
表
示
す
る
と
第
三
衰
の
如
く
た
る
。

乙－－
L

で
彼
が
問
題
と
す
る
の
は
、
猿
に
見
出
さ
れ
た
恒
常
指
数
と
人
聞
に

hMける指数とに本質的た差が認められたいと一耳ろ賄にある。前年

知強行動の比較褒逮心現象的研究

被験者 ｜間指数｜平均
-7' 

Hector 0.8241 

猿 Menelaus 0.8656 0.79 

Ulys_es - 0.6897 

見
Ann 0.7941 

Lee 。7941 0.83 
一1、1・＇（ Frank 0.8972 

C. S, 0.7388 
成 P. E. 0.8815 

H.A. 0.7596 

H. S. 0.8278 
0.78 

人
J. R. 0.6408 

J, H. 0.8168 

表

〆

第

一一

oz一



に
彼
が
行
っ
た
色
彩
恒
常
現
象
の
比
較
研
究
に
於

τは
動
物
と
人
間
と
の
指
数
の
聞
に
分
配
の
二
峰
性
（

Z
g
a
m
－aaユσ口
氏

0
5

知
挺
行
動
の
比
較
砕
遠
心
輩
一
的
併
究

一O問

iJ宝

見
ら
M
P）

ζ

れ
は
知
魔
的
構
え
の
相
遣
を
一
不
し
℃
い
る
と
考
え
ら
れ
売
の
で
あ
る
。
ホ
ラ
デ
イ
（
切
・
開
・
図
。

zesは
そ
D
様
た
構
へ

む
分
ぃ
化
〈
品
目
毘
旬
。
ロ
仲
間
旦
宮
m
m
E
Z
R凶

O
）
、
は
大
い
さ
む
恒
常
現
象
の
事
態
に
於
て
起
り
得
る
事
を
見
出
し
、
更
に
ク
リ
シ
ピ
リ
J

ガ

l
a・

自
由
自
国
M
岡
山

U
m
o
円
）
は
、
・
大
い
さ
む
恒
常
現
象
に
於
℃
も
色
の
場
合
と
同
様
に
分
配
の
二
峰
性
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ツ
ク
は
彼
の
寅
験
結
果
に
そ
の
様
た
差
の
見
ら
れ
・
な
か
っ
た
原
因
と
し
℃
弐
む
三
つ
の
事
柄
を
考
へ
た
。

色
の
恒
常
性
と
大
い
さ
の
恒
常
性
は
二
つ
の
異
っ
た
機
能
で
あ
る
。

大
い
さ
む
恒
常
性
は
色
彩
恒
常
現
象
に
比
し
℃
よ
り
単
純
危
機
能
で
あ
る
。

と
の
賓
験
事
態
に
於
て
は
、
硯
野
が
制
隈
さ
れ
す
ぎ
て
い
た
。

乙
与
に
於
℃
ロ

(2) (1) (3) そ
し
て
と
の
最
後
の
原
因
が
現
在
最
も
軍
要
・
な
も
む
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
更
に
刺
激
封
象
が
眼
む
高
さ
に
K
M

か
れ
て
居
党
事
に
依
り
、

カ
ト

l
ナ
（
の
・
問

asm）
む
一
宮
ろ
様
に
小
さ
訟
判
断
値
が
得
ら
れ
、

あ
ら
ろ
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
附
記
し
て
、

と
の
こ
つ
の
原
因
が
霊
友
っ
て
グ
ル
ー
プ
差
が
出
た
か
っ
た
の
で

と
の
事
は
も
し
場
が
も
っ
と
複
雑
化
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
各
グ
ル
ー
プ
の
聞
の
恒

常
指
敢
に
差
が
現
は
れ
る
だ
ら
う
と
い
っ
て
い
る
。

一
乙
主
で
披
が
考
え
る
場
の
複
雑
化
と
云
民
J

事
は
充
分
問
題
に
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
郎
ち
複
雑
化
と
一
耳
う
言
葉
で
単
に
踊
野
を
構

,, ' 

一
成
ず
る
要
件
の
量
的
増
加
を
意
味
す
る
た
ら
ば
、
彼
が
期
待
ず
る
様
た
分
配
む
二
峰
性
を
も
た
ら
す
か
E
vっ
か
は
甚
だ
接
聞
に
思
は
れ

る
。
硯
野
の
中
に
机
と
隔
壁
と
刺
激
封
象
し
か
見
ら
れ
た
か
っ
た
と
い
っ
℃
い
る
が
、
問
題
は
む
し
ろ
被
験
動
物
を
も
含
め
た
費
験
の
金

融
血
制
の
分
節
化
む
方
向
に
於
て
考
え
ら
れ
た
け
れ
ぼ
念
ら
怒
川
で
あ
ら
う
。

＼ 



回

知

畳

と

知

能

l
lロ
ッ
ク
の
研
究

前
項
で
考
察
し
た
比
較
研
究
主
張
表
し
た
翌
年
の
一
九
三
八
年
、

ロ
ッ
ク
は
「
知
畳
と
智
熊
」
と
題
す
る
論
文
を
稜
表
し
、
知
覚
と
相
官

能
の
系
統
殻
生
的
蓮
闘
を
論
じ
℃
い
る
。

彼
は
嘗
時
患
に
行
は
れ
た
色
、
大
い
さ
の
恒
常
現
象
に
つ
い
℃
の
比
較
護
謹
心
理
暴
的
責
験
研
究
の
資
料
を
分
析
し
、
｝
h
J

等
友
動
物
、
か

わ
り
順
央
高
等
な
も
む
へ
と
配
列
す
る
時
、
そ
り
示
す
恒
常
皮
は
願
共
低
下
し
、
更
に
彼
自
身
の
行
っ
た
費
験
結
果
を
猿
、
児
童
成
人
の
順

に
比
較
す
る
時
、
恒
常
度
は
段
え
に
低
く
捻
り
、
そ
し
て
最
後
に
成
人
を
智
能
抵
度
に
依
つ
℃
二
群
に
分
け
℃
そ
の
恒
常
度
を
比
較
す
る

と
智
能
の
高
い
群
の
方
が
恒
常
皮
は
低
い
と
い
ろ
事
費
を
見
出
し
た
。
乙
の
事
か
ら
彼
は
知
畳
と
智
能
は
有
機
慌
の
外
視
環
境
に
封
す
る

遁
臨
む
こ
つ
の
様
式
で
あ
り
、
下
等
放
動
物
で
は
人
聞
に
治
け
る
様
た
代
償
的
遺
具
、
郎
ち
智
能
主
所
有
し
て
い
た
い
震
に
高
度
の
知
覚

的
恒
常
性
の
能
力
を
有
す
る
と
い
ろ
様
に
知
畳
と
智
能
と
は
有
機
捜
に
於
て
相
互
補
償
的
遁
臆
健
系
を
た
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る。
こ
の
彼
の
議
論
は
一
面
に
於
乞
重
要
在
る
着
眼
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
他
方
疑
問
の
鞘
が
残
さ
れ
乞
い
る
事
も
否
め
弁
…
ぃ
。
そ
の
第

一
は
一
彼
の
理
論
構
成
む
基
礎
と
怒
っ
乞
い
る
資
料
の
取
扱
ひ
方
で
、
方
法
や
保
件
の
異
っ
た
貴
験
結
果
を
直
接
比
較
し
て
い
る
事
で
あ
り
、

そ
の
第
二
は
趨
臆
機
制
と
し
℃
彼
が
考
え
党
智
能
の
意
味
で
あ
る
。
乙
の
智
能
川
炉
問
平
に
人
聞
の
生
活
環
境
に
封
す
る
遁
際
機
制
と
い
ろ
意

味
に
於
て
と
ら
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
直
接
に
女
元
む
異
っ
た
生
活
櫨
系
を
も
っ
動
物
に
あ
〈
は
め
℃
考
え
る
と
い

R
J
事
は
大
き
た
危
険
芭
枠
ろ
様
に
思
は
れ
る
。

然
し
乍
ら
彼
の
議
論
は
以
上
の
如
き
問
題
を
残
し
℃
い
る
に
も
拘
ら
や
、
そ
の
相
正
補
償
的
趨
醸
韓
系
の
考
え
方
は
五
口
々
に
深
い
示
唆

知
強
行
動

ρ
比
較
後
建
心
理
種
的
研
究

二

O
五



知
盟
諸
行
動
。
比
較
愛
遠
心
理
間
帯
的
研
究

を
興
へ
る
も
の
で
あ
る
。

一一O
六

3i 

ひ
よ
こ
の
奥
行
き
知
畳
｜
｜
ヘ
ス
の
研
究

と
与
に
取
り
上
げ
る
ヘ
ス
’
（
開
・
国
・
同

gm）
の
研
究
は
直
接
に
大
い
さ
の
恒
常
性
を
取
扱
っ
た
も
の
で
は
た
い
が
、

封
ず
る
幼
時
の
経
験
の
効
果
に
闘
す
る
頴
著
な
賓
験
研
究
と
し
℃
考
察
を
行
ろ
。

と
の
費
験
は
強
備
賞
験
、
第
一
、
第
二
賓
験
の
三
つ
か
ら
成
る
。

「
被
験
動
物
」

a
生
後
一
乃
至
六
週
間
の
難
の
ひ
た
が
用
い
ら
れ
、
賓
験
群
は
下
か
ら
の
照
明
の
み
で
育
て
ら
れ
、
調
整
群
は
普
通
の
光

的
保
件
の
下
で
育
て
ら
れ
、
雨
群
ム
ロ
は
せ
て
約
こ
百
匹
で
あ
る
。

奥
行
き
知
畳
に

「
諜
備
費
験
」

刺
激
動
象
と
し
℃
穀
粒
左
認
し
た
馬
民
を
用
い
、
玉
常
な
ひ
ょ
と
が
こ
の
馬
民
を
啄
ぽ
む
か
ど
ろ
か
、
更
に
彼
等
が
上

方
よ
り
の
照
明
を
以
℃
窮
さ
れ
た
馬
民
の
方
を
よ
り
好
ん
で
啄
ぽ
む
と
い
ろ
傾
向
を
も
つ
か
ど
ろ
か
が
検
査
さ
れ
る
。
事
』
の
結
果
ひ
・
な
は

自
然
の
ま
与
の
告
を
曇
し
、
費
物
の
約
二
傍
の
大
き
さ
に
窮
さ
れ
た
小
褒
粒
の
寝
民
を
容
易
に
啄
ぽ
み
、
更
に
彼
等
は
凡
で
上
か
ら
の
照

明
で
窮
し
た
寝
異
に
封
し
℃
著
る
し
い
好
み
を
示
す
と
い
ろ
傾
向
が
親
察
さ
れ
売
。

乙
与
に
用
い
ら
れ
た
鶏
民
は
縦
五
叶
、
横
八
吋
で
片
方
の
半
分
は
上
か
ら
の
照
明
で
潟
さ
れ
た
小
委
の
粒
を
、
他
の
半
分
は
下
か
ら
の

照
明
で
鶏
さ
れ
た
小
委
の
粒
を
表
は
し
て
い
る
。
倫
第
一
、
第
二
貴
験
に
於
て
も
こ
の
寝
民
が
刺
激
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

「
第
一
貴
験
」

百
E
の
ひ
た
が
半
分
づ
よ
貰
験
群
と
調
整
群
に
分
け
ら
れ
、
費
験
群
は
上
方
及
び
金
側
商
を
不
透
明
黒
幕
で
被
ひ
、
下

一
択
の
所
か
ら
六

O
ワ
ッ
ト
電
球
一
個
で
照
明
さ
れ
て
い
る
金
網
簡
で
飼
育
さ
れ
、

電
球
一
個
で
照
明
さ
れ
た
舗
で
飼
育
さ
れ
る
。
倫
飼
育
中
餌
は
金
網
製
又
は
ガ
ラ
ス
製
の
皿
で
輿
え
ら
れ
た
。
か
く
て
七
週
間
の
後
、
二

一
方
調
整
群
は
上
方
一

O
吠
の
所
か
ら
六
O
ワ
ッ
ト

，， 



万
至
四
芭
宛
の
ひ
た
が
側
方
よ
り
照
明
さ
れ
た
貴
験
簡
に
入
れ
ら
れ
、
前
記
馬
民
が
刺
戟
と
し
て
曇
一
不
せ
ら
れ
る
。
こ
の
時
ひ
た
が
一
定

「
第
二
費
験
」

時
間
内
に
馬
民
板
を
啄
ぽ
む
同
教
が
啄
ぼ
み
の
順
序
に
従
っ
て
記
録
さ
れ
る
。

前
貴
験
と
同
じ
俊
件
で
育
℃
ら
れ
党
別
の
二
群
的
百
匹
の
ひ
た
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
各
々
に
就
い
J

」
馬
民
に
劃
す
る
啄

ぽみ反臨の稜濯を見る一に第一週から第六週に至る迄各週毎に第一貴験と閉じ要領で検査が行はれた・。

t~~ II Contrf:11 )group ¥ Experimental 
We % group (%) 

1 61.5 55.0 

2 73.0 46.5 

3 66.6 41.5 

4 66.6 50.0 

5 66-6 40.0 

6. 75.0 33.3 

第
一
貴
験
に
於
℃
、
賞
験
簡
に
入
れ
ら
れ
た
ひ
よ
こ
の
最
初
の
啄
ぼ
み
反
憶
を
見
る

に
調
整
群
で
は
二
五
直
中
、
二
四
匹
（
九
六
%
）
が
E
の
馬
民
（
上
か
ら
照
明
さ
れ
党
穀
粒
の
窮

「
結
果
」

表

民
、
負
は
下
か
ら
照
明
さ
れ
た
穀
粒
の
馬
民
と
す
る
）
を
選
揮
し
、
質
験
群
で
は
二
二
匹
中
、

匹
ハ
四
・
五
%
〉
が
E
の
選
揮
を
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第
二
貴
験
に
於
℃
は
、
雨
群
に
治
け
る
各
週
毎
の

E
C選
揮
D
百
分
率
を
表
示
す
る
と
第
二
表

第

の
如
く
た
る
。
と
の
表
に
於
℃
開
群
の
統
計
的
有
意
性
は
第
五
週
目
以
後
に
表
は
れ
る
（
U
H

。・00
H
ω

）。

以
上
の
結
果
を
要
約
し
Je

－－〕彼は弐
m
V
様
に
越
ベ
℃
い
る
。

下
方
か
ら
む
照
明
事
態
下
で
飼
育
さ
れ
た
ひ
よ
こ
は
、
下
方
か
ら
の
照
明
で
嘉
さ
れ
た
穀
粒
を

次
に
第
二
貴
験
に
於
J

」
は
奥
行
き
知
畳
に
基
づ
く
反
臨
む
殻
遣
が
調
整
群
に
於
℃
は
賓
験
群
に
お
け
る
よ
り
も
や
っ
と
急
激
で
あ
る
事

選
揮
す
る
傾
向
が
有
意
に
現
は
れ
る
。

を
示
し
、
特
に
五
週
目
以
後
雨
群
の
差
が
有
意
と
た
つ
党
事
は
、
調
整
群
に
沿
け
る
奥
行
き
む
光
、
と
影
の
手
が
』
り
に
劃
す
る
反
臨
む
建

議
を
増
大
せ
し
め
た
成
熟
因
子
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
貴
験
群
に
於
℃
六
週
間
迄
チ
ャ
ン
ス
・
ス
コ
ア
で
あ
っ
た
事
は
と
の
護
謹
の
阻
害

知
魔
行
動
の
比
絞
愛
護
心
奴
撃
的
研
究

一O七

、、



' 

知
県
施
行
動
の
比
絞
殺
遠
心
塊
拳
的
郁
究

ニ
O
入

せ
ら
れ
た
事
を
ー
一
示
す
。
か
く
℃
稚
い
時
期
に
経
験
せ
ら
れ
た
光
の
方
向
は
、
ひ
た
の
奥
行
き
の
光
と
影
の
手
掛
り
に
封
ず
る
反
醸
の
護
達

む
性
質
と
割
合
を
決
定
す
る
。

ヘ
ス
む
研
究
は
奥
行
き
り
知
畳
に
沿
け
る
経
験
と
成
熟
の
問
題
に
大
き
な
一
示
唆
を
興
へ
る
も
の
で
る
る
。

・晶．，、

猫
の
大
い
さ
恒
常
性
l
l
l
ガ

ν
タ
l

D
研
究

「
貴
験
目
的
」

弐
い
で
一
九
五
一
年
に
、
ガ

ν
タ
1

（
河
・
の
ロ
ロ
同
O
『
）
は
猫
を
用
い
走
大
い
き
の
恒
常
現
象
に
闘
す
る
貴
験
を
稜
表
し
℃
い
る
。

多
く
の
脊
椎
動
物
に
見
ら
れ
る
大
い
さ
の
恒
常
性
が
或
る
一
定
の
照
明
俊
件
に
於
℃
苫
の
抵
度
に
見
出
せ
る
か
を
確
か

J，、

め
る
。

「
質
験
接
置
」

用
い
ら
れ
た
装
置
は
解
放
Y
型
排
別
箱
で
、
そ
の
雨
腕
の
犀
に
三
×
三
叶
の
ガ
ラ
ス
板
で
被
っ
た
紙
製
刺
激
を
貼
り
つ

け
る
。
刺
激
は
大
小
二
個
よ
り
成
り
、
大
（
玉
V

刺
激
は
縦
三
吋
、
横
一
・
五
吋
の
十
字
形
、
小
（
負
）
刺
激
は
縦
一
・
五
吋
、
横
0
・

七
五
吋
D
十
字
形
で
、
そ
の
隔
は
雨
刺
激
共
に
一
様
で
あ
る
。
報
酬
と
し
℃
奥
へ
ら
れ
る
餌
は
大
刺
撤
扉
の
後
方
に
K
M

か
れ
、

ζ

の
一
罪
主

猫

が

押

開

け

℃

進

む

事

に

よ

り

獲

得

せ

ら

れ

る

。

一

‘

繭
刺
激
は
よ

C
被
覆
さ
れ
た
光
源
に
よ
り
同
じ
強
さ
に
照
ら
さ
れ
、
更
に
反
臆
に
お
け
る
位
置
習
性
を
除
く
た
め
に
左
右
の
相
封
的
位

置
は
ラ
ン
ダ
ム
に
換
へ
ら
れ
る
。

寅
験
は
二
部
に
分
け
ら
れ
、
最
初
に
爾
眼
硯
に
よ
る
寅
験
が
考
察
さ
れ
る
。

「
第
一
貴
験
、
雨
限
蹴
に
よ
る
大
い
さ
恒
常
性
」

被
験
動
物
色
し
て
六

E
b
猫
を
用
い
、
大
刺
激
選
揮
の
訓
練
を
行
ゑ
い
、
そ
れ
が

A
O
M
mの
成
功
水
準
に
濯
し
売
後
検
査
貴
験
を
行
な



う
G

検
査
費
験
は
訓
練
貫
験
系
列
の
中
に
織
込
ん
で
行
は
れ
た
。

今
撒
査
試
行
む
結
果
を
闘
一
不
す
れ
ば
第
一
圃
の
如
く
で
－
b
る
。
闘
む
各
一
世
間
は
二

O試
行
む
平
均
五
反
聴
率
を
表
は
し
h

て
い
る
。

聞
に
明
ら
か
た
様
に
こ

O
O開
。
検
査
試
行
む
約
一
六
O
試
行
以
後
、

猫
は
八

O
%以
上
D
E
反
膳
寧
を
示
し
て
い
る
。
乙

pv事
か
ら
彼
は
「
人

、，

．苧E

' 

1・9
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官
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B

s

e

s

s
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e

a
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a
u
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A
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宅
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4
山

正
反
膳
苧
円
急
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知
鳳
施
行
動
＠
抱
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獲
遠
心
強
愚
前
綿
織
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刷
牧
図

期

待
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時
間
第

(,O 40 20 

工
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
事
態
む
中
に
於
℃
も
猫
rh
大
い
さ
む
恒
常

性
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
震
に
は
数
多
む
訓
練
が
施
乙
さ
れ
ね
ば
た
ら
た

い
」
と
結
論
し
℃
い
る
。

・
択
に
と
の
怪
粧
性
が
猫
む
知
覚
行
動
に
沿
い
宅
果
す
役
割
む
機
構
は
如

．
何
・
怒
る
も
む
で
あ
る
か
＆
い
ろ
問
題
が
生
守
る
。

ζ
P
閉
題
w
h

封
ず
る
｝

つ
む
方
法
と
し
て
第
二
費
験
に
於
て
は
皐
眼
硯
む
場
合
に
示
す
猫
の
行
動

が
検
討
さ
れ
る
B

2
m・
ニ
賞
離
‘
事
眼
臨
に
よ
る
大
い
さ
橿
帯
性
」
一

被
験
動
物
と
し
℃
第
一
貴
験
に
参
加
し
た
六
百
む
猫
一
部
用
ひ
ら
れ
、
貴

験
接
置
也
、
蔀
前
貴
騎
と
同
様
で
あ
る
が
、
と
の
貴
験
舵
於
て
は
猫
の
左
・

眼
を
貴
験
直
前
に
プ
ラ
ス
グ
ー
と
黒
色
紳
窮
管
で
被
ラ
事
に
よ
う
，
て
単
眼

に
よ
る
大
い
き
耕
別
反
膳
部
検
査
－
さ
れ
る
。

強
備
費
験
と
し
℃
猫
か
ら
同
じ
瞳
離
陀
曇
一
示
せ
ら
れ
た
犬
・
ゆ
雨
刺
激
を

一OP九



知
挺
行
動
の
比
較
酪
抗
議
心
理
事
的
研
究

二
一

O

皐
眼
で
遺
揮
す
る
訓
練
を
行
な
い
、
平
均
約
四
五
試
行
の
後
会
動
物
が
八

O
%以
上
の

E
反
麿
率
左
示

L
声。

検
査
費
験
に
於
℃
は
南
限
掴
脚
質
験
の
場
合
、
也
同
様
訓
練
系
列
の
中
に
検
査
試
行
を
ラ
シ
グ
ム
に
織
込
ん
で
行
た
い
、
各
動
物
に
つ
い
℃

六
O
O同
の
資
料
が
得
ら
れ
売
。

そ
の
結
果
、
猫
は
全
く
出
た
ら
め
の
反
臆
を
示
し
、
五
刺
激
趨
揮
率
は
五

O
M
m水
準
を
境
に
し
て
上
下
し
て
い
る
。
ガ

ν
b
y
l
は
と
り

原
因
と
し
℃
動
物
が
草
眼
の
み
に
依
る
行
動
経
験
が
た
か
っ
た
事
と
、
立
一
盤
臨
が
失
は
れ
た
事
一
に
依
る
の
で
あ
ら
ち
と
考
え
た
。

乙
む
想
定
に
基
い
℃
新
し
い
こ
芭
の
猫

l
l偶
然
D
傷
害
に
依
り
片
眼
の
機
能
主
失
た
い
、
過
去
九
ヶ
月
間
翠
眼
生
活
の
経
験
を
持
つ

ー
ー
に
よ
り
同
じ
保
件
の
下
に
費
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
と
の
猫
で
は
豆
刺
激
謹
揮
率
は
上
昇
曲
線
を
取
り
、
平
均
三
八

O
試
行
以

後
に
は
八

O
%水
準
を
超
え
る
と
い
う
成
績
を
示
し
党
。

以
上
二
つ
の
結
果
か
ら
彼
は
猫
に
沿
け
る
箪
眼
視
に
よ
る
大
い
さ
の
恒
常
性
は
漸
弐
に
獲
得
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
市
過
去
に
相

首
長
期
に
亙
る
翠
・
眼
生
活
の
経
験
を
有
す
る
様
な
猫
で
は
爾
限
闘
の
場
合
の
約
二
倍
程
多
く
の
試
行
に
よ
っ
て
大
い
さ
の
恒
常
性
を
示
す

と
結
論
し
℃
い
る
。

に
獲
得
さ
れ
る
性
質
の
も
白
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
様
で
あ
る
が
、

以
上
ガ

ν
ク
！
の
費
験
を
通
じ
て
一
つ
む
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
邸
ち
伎
は
猫
に
治
一
げ
る
大
い
さ
の
恒
常
現
象
は
訓
線
に
よ
っ
℃
漸
次

そ
の
事
が
猫
む
知
畳
憧
制
に
本
来
的
た
も
む
で
あ
る
と
す
る
む
か
、

そ
れ
と
も
貴
験
事
態
。
性
質
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
と
一
式
ろ
問
題
で
あ
る
。
と
の
鈷
に
闘
し
て
、
彼
は
第
一
貴
験
む
結
論
に

於
℃
は
人
工
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
事
態
に
於
て
も
恒
常
性
が
見
ら
れ
る
と
し
て
漸
弐
的
獲
得
性
が
貴
験
保
件
に
依
る
の
で
あ
る
と

云
う
風
に
灰
め
か
し
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
翠
眼
視
費
験
の
考
察
に
於
て
は
、
充
分
た
訓
練
に
よ
っ
て
獲
得
出
来
る
機
能
で
あ
り
、
費
験

期
聞
の
み
皐
眼
に
し
た
猫
で
は
長
期
の
訓
練
に
依
つ
℃
も
獲
得
出
来
な
い
と
し
℃
い
る
。



一一、一亡ー，a

、

と
の
様
に
恒
常
性
が
同
じ
事
柄
に
斡
ず
る
繰
返
し
の
み
に
依
っ
て
獲
得
出
来
る
機
能
で
あ
る
と
す
る
解
揮
に
は
些
さ
か
疑
問
が
も
た
れ

る
。
郎
ち
猫
は
貴
験
事
態
の
中
に
導
入
せ
ら
れ
る
事
に
よ
り
、
動
機
的
側
商
を
も
含
め
た
知
畳
過
程
は
鑓
化
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

か
L
る
異
な
っ
た
場
の
樫
制
の
下
に
於
℃
一
不
さ
れ
る
動
物
む
釘

ft 

下 ＼＼
ー一一lm:JI::, . 

Fi 

小図形

六回問

口
口

n 

知
受
行
動
の
比
較
援
護
心
理
皐
的
研
究

F2 

図

動
様
式
が
そ
の
動
物
の
本
来
的
知
受
鰻
制
を
意
味
す
る
も
の
で

・
あ
る
と
は
速
断
出
来
・
な
い
で
あ
ら
ろ
o

輿
へ
ら
れ
究
課
題
情
況
が
動
物
に
取
っ
℃
如
何
た
る
意
味
を

も
つ
も
の
で
あ
る
か
と
い
ろ
事
が
ζ

の
場
合
重
要
な
問
題
と
な

る
の
で
る
る
o
郎
ち
若
し
、
動
物
が
大
き
一
さ
り
排
別
を
行
な
弓
一

事
に
よ
っ
て
の
み
彼
等
の
生
活
事
態
に
卸
L
－R
欲
求
が
満
足
せ

号島

し
め
ら
れ
る
様
な
僚
件
を
設
定
す
る
事
が
出
来
れ
ば
、
そ
の
様

・
た
保
件
下
で
は
塔
限
蹴
の
猶
も
終
日
勾
に
大
い
さ
の
恒
常
性
を
一
不

す
の
で
は
な
か
ら
ろ
か
。
然
し
何
れ
に
し
ろ
乙
の
問
題
は
今
後

の
研
究
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

七
鶏
の
大
い
き
恒
常
性
｜
｜
小
川
の
研
究

ガ

ν
タ

f
b
研
究
は
猫
に
た
け
る
大
い
さ
恒
常
性
D
存
在
を

賢
験
的
に
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
む
後
一
九
五
三
年



知

強

行

動

の

比

一

絞

殺

遠

心

現

率

的

保

究

二

一

二

に
東
京
教
育
大
拳
の
小
川
は
鶏
左
用
い
℃
昼
間
園
学
習
と
の
閥
蓮
に
於
て
大
い
さ
の
恒
常
性
の
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。

入
口

e
に
置
か
れ
た
出
殻
箱

e
、
巣
箱

n
よ
り
成

る
。
費
験
は
二
部
に
－
分
れ
、
第
一
部
に
於
て
は
昼
間
皐
習
の
問
題
が
取
扱
は
れ
、
そ
の
時
の
刺
激
は
第
二
闘
の
民
及
び
民
の
位
置
に
治
か

「
質
験
装
置
並
び
に
手
観
」

彼
の
用
い
た
接
置
は
第
二
聞
に
示
す
如
き
縦
横
各
一
米
、

高
さ
一
ニ

O
糎
の
木
枠
、

れ
る
。
第
二
部
に
於
て
は
昼
間
拳
習
と
大
い
さ
恒
常
性
む
闘
係
が
取
扱
は
れ
、
刺
激
と
し
て
、
八
×
八
糠
の
大
間
形
と
七
×
七
糠
の
小
園

形
が
用
い
ら
れ
る
。

第
一
部
で
は
三
淘
の
鶏
が
常
に
入
口
か
ら
向
っ
て
右
側
の
固
形
を
選
捧
す
る
様
、
叉
第
二
部
で
は
別
の
一
二
沼
の
鶏
が
用
い
ら
れ
、
中
二

羽
は
入
口
か
ら
同
距
離
に
治
か
れ
た
大
小
固
形
の
中
の
大
同
形
の
方
を
、
他
の
一
一
澗
は
小
闘
形
の
方
を
選
揮
す
る
様
訓
諌
し
た
後
木
賞
験

に
β
つ
る
。

「
本
賓
験
及
び
そ
の
結
果
」

第
一
部
で
は
出
殻
箱
を
南
側
に
移
動
す
る
装
置
を
一
八

O
度
問
轄
す
る
、
巣
箱
の
位
置
を
や
ら
せ
叉
は
除

去
す
る
、
更
に
光
親
や
喚
魔
因
子
の
影
に
封
ず
る
考
察
を
行
た
ろ
等
の
種
々
た
る
保
件
鑓
化
を
行
念
弓
事
に
よ
っ
、
℃
六
貴
験
を
試
み
、
女

の
様
に
結
論
し
℃
い
る
。

こ
の
賞
験
に
於
℃
は
巣
箱
の
位
置
並
び
に
そ
の
有
無
が
室
内
暴
習
の
中
心
黙
に
た
っ
℃
い
た
と
思
は
れ
、
人
聞
や
類
人
猿
と
比
較
し
℃

也
自
分
自
身
が
中
心
で
た
く
、
外
界
の
目
印
と
密
接
に
闘
係
し
党
、
よ
り
原
始
的
知
畳
様
式
を
持
つ
J

」
い
る
様
巳
思
は
れ
る
。

第
二
部
に
於
J

」
は
出
殻
箱
よ
り
闘
形
迄
の
距
離
鑓
化
、
大
岡
形
及
び
小
闘
形
起
の
相
封
的
距
離
の
交
代
1

出
殻
箱
の
位
置
費
化
、
巣
箱

の
除
去
或
い
は
位
置
費
化
等
の
保
件
鐙
化
を
行
た
い
、
結
果
を
弐
の
様
に
考
察
し
て
い
る
。

高
等
動
物
と
比
較
し
℃
鶏
の
大
、
い
さ
恒
常
牲
に
は
昼
間
刷
皐
習
心
要
因
が
交
錯
し
易
、
い
が
、
グ
ッ
ツ
や
V
J
y
z
ズ

（

同

州
b
J
E
b田
N
）
む
一
苫
弓
議



に
鶏
に
は
大
い
さ
恒
常
性
が
存
在
す
る
と
考
え
九
ぽ
を
ら
杯
一
い
。
即
ち
間
形
が
巣
箱
か
ら
一
一
一
O
糎
砂
場
所
｛
訓
練
時
広
余
け
る
闘
形
。
位

し
り
ご
み
一
等
）
が
多
く
弁
一
り
、
刺
激
闘
形
の
傍
に
行
っ
て
見
較
べ
て
い
る
事
も
あ
り
、

ζ
θ
様
念
場
合
事
件
と
え
大
闘
形
を
選
ん
だ
と
し
て
も
ァ
そ
れ
が
果
し
て
大
い
さ
恒
常
性
に
依
る
も
む
か
否
か
は
疑
問
で
あ
り
、
か
L
A

る
黙
に

大
い
さ
恒
常
性
に
r

雲
間
拳
替
の
因
子
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
見
ら
れ
る
。

置

γ以
外
・
に
あ
る
時
は
所
ー
謂
悪
い
反
蟻
〈
逃
走
、

ど
の
結
論
は
必
や
し
も
鶏
の
場
合
の
み
の
問
題
で
在
く
、
費
験
世
帯
態
の
中
に
動
物
目
を
導
入
す
る
殆
ど
凡
て
の
場
合
に
考
厳
さ
る
べ
き
問

題
で
あ
ら
一
ろ
。

． ．， 

更
に
彼
は
動
物
ー
の
蹴
提
領
域
に
限
定
さ
れ
た
問
題
を
考
察
す
る
時
に
は
、
他
む
感
畳
的
目
印
を
除
い
党
等
質
念
場
面
を
構
成
し
た
け
れ

ば
註
ら
念
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

ζ

の
考
え
方
は
機
械
的
に
適
用
す
る
時
は
方
法
論
一
的
危
危
肢
を
仲
品
川
…
弓
と
思
は
れ
、
む
し
ろ
金
韓
場
面

の
中
に
於
い
て
そ
の
検
査
事
態
と
動
物
の
行
動
と
の
闘
蓮
に
於
て
考
え
ら
る
べ
き
開
題
で
あ
一
ゐ
。
そ
し
Je

－
－
そ
む
様
た
考
え
方
に
．
基
づ
〈
時

他
＠
感
畳
的
手
掛
り
の
も
つ
意
味
と
の
関
連
に
沿
い
℃
検
査
官
帯
態
の
持
つ
意
味
が
明
ら
か
粍
さ
れ
る
・
り
で
は
悲
か
ら
ろ
か
。

j¥ 

類
人
猿
及
び
猫
の
拘
禁
棋
の
研
究

l
l
F
1ゼ
シ
の
研
究

己
主
に
考
察
す
る
一
連
JD
研
究
は
拘
禁
観
賞
験
の
一
一
檀
一
で
ベ
乙
与
で
は
住
設
直
ち
に
硯
脱
却
的
手
掛
与
を
棋
除
せ
し
め
、
あ
れ
免
依
態
管
飼

育
さ
れ
τ

免
動
物
部
、

E
常
捻
環
境
に
連
れ
戻
さ
れ
る
時
如
伺
捻
る
行
動
型
を
一
示
す
も
D
で
あ
る
か
Y
検
査
さ
れ
る
。

F
t
ゼ
ン
（
kr
・－国－

M
E
g
g
v
D
最
初
む
研
究
は
一
九
四
七
年
に
殻
表
さ
れ
た
し
。
棋
は
二
西
む
チ

ν・m
y
ジ
ー
を
生
設
二
川

（
－

1
v
 

ヶ
月
間
暗
室
で
飼
育
し
、
そ
の
後
明
室
保
件
む
下
で
組
畳
一
一
動
を
検
査
し
JR。
そ
の
結
果
チ
シ
メ

y
d
v
I
M
F沿
い
て
は
醜
畳
的
反
臆
砂
習

得
は
漸
一
共
的
に
進
行
し
、

い
か
た
る
反
臨
佳
む
念
激
た
増
大
も
見
ら
れ
歩
、
・
し
か
も
ζ

む
事
費
は
動
機
づ
貯
の
不
足
に
よ
る
も
一
の
で
は
も
品

知
鐙
行
動
の
比
較
褒
遠
心
魂
拳
的
研
究

一一一、一



、

知
挺
行
動
の
祐
較
後
遺
心
理
準
的
研
究

二
四

辛
か
っ
た
。
彼
は
ゼ
シ
デ
ン
（
冨
・

4
・

ωgag）
に
依
る
先
天
盲
開
眼
魔
女
経
験
の
臨
床
的
観
察
例
を
引
用
し
て
、

E
常
た
成
熟
せ
る
謹

長
類
の
速
や
か
た
硯
畳
的
拳
期
間
は
、
長
期
間
広
百
一
る
観
的
経
験
む
結
果
獲
得
せ
ら
れ
た
・
も
む
で
あ
る
と
論
じ
、
更
に
系
統
殻
生
的
に
下
位
寸

た
有
機
盤
、
例
へ
ば
鼠
た
ど
で
は
、
時
室
飼
育
後
光
に
さ
ら
す
と
最
初
は
明
瞭
た
蹴
畳
む
使
用
は
見
ら
れ
た
い
が
、

一
、
・
二
時
間
も
経
つ

と
普
遁
む
鼠
と
殆
ど
見
分
け
が
ク
か
た
く
も
仏
る
と
い
ろ
観
察
例
を
引
用
し
て
、
彼
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
就
い
て
の
観
察
は
、
環
境
に
封
ず

る
潜
勢
的
誼
陸
一
の
最
も
複
雑
在
有
機
髄
は
叉
稜
濯
す
る
の
に
最
も
長
い
期
聞
を
要
す
る
と
い
ろ
一
般
原
理
と
一
致
す
る

b
結
論
一
し
て
い

岬＠。ハH
U
）

弐
い
で
彼
は
一
九
五
一
年
む
ア
メ
リ
カ
心
理
舎
大
舎
に
於
℃
、

一
ツ
セ
ン
（
国
・
司
・
吉
田
国

g〉
と
の
共
同
研
究
と
し
℃
、
前

研
究
を
多
少
修
王
し
て
俵
件
分
析
を
行
っ
た
費
験
を
瑳
表
し
℃
い
る
。
そ
れ
に
依
る
と
、
暗
室
飼
育
期
聞
が
長
き
に
す
ぎ
る
と
快
復
出
来

た
い
網
膜
異
常
を
も
党
ら
す
事
が
判
明
し
た
の
で
こ
の
費
験
で
は
そ
れ
は
七
ヶ
月
聞
に
限
ら
れ
党
。
五
四
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
及
び
針
照
群

も． 

と
し
℃
歪
常
保
件
で
飼
育
さ
れ
－
R
他
の
数
百
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
被
験
動
物
と
し
て

e

用
い
ら
れ
、
女
の
四
保
件
が
設
定
せ
ら
れ
る
。

ハ

a
v

一
匹
は
完
全
た
ミ
そ
し
て
糟
鰻
的
暗
室
中
で
飼
育
さ
れ
る
。
（
b
〉

え
ら
れ
る
。
（
G

）

一
匹
は
毎
日
一
定
時
間
同

Mazgaz民
民
が
興
え
ら
れ
る
。
（
d
〉

二
匹
は
毎
日
牛
透
明
の
園
窓
を
透
し
て
光
が
九

0
分
間
興

最
後
の
一
一
也
は
毎
日
一
定
時
間
E
常
な
硯

畳
的
事
態
が
興
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
」
を
ま
と
め
る
と
、

〈

au
と
（
b
〉
の
聞
に
は
差
が
見
ら
れ
や
、

一
定
時
間
口
ロ
H
M
M
S
S
S
E

－目mz
に
さ
ら
す
と
い

ろ
事
は
一
、
暗
室
で
飼
育
さ
れ
た
・
チ

νパ
ν
ジ
！
の
踊
魔
的
行
動
に
本
質
的
た
効
果
を
輿
へ
て
い
友
い
。
・
択
に
（
G

）
と
（
d
）
の
僚
件
で

育
℃
ら
れ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
封
照
群
と
比
較
し
て
ほ
ん
の
儲
か
む
差
し
か
見
ら
れ
た
か
っ
た
。

戸
…

m〉

そ
の
後
一
九
五
三
年
に
彼
は
猫
左
用
い
て
同
様
の
費
験
を
行
つ
℃
い
お
。
割
ち
時
室
飼
育
時
に
毎
日
一
定
時
間
、

片
限
に
は
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